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 高齢社会をよくする下関女性の会（ホーモイ）設立 20 周年 
 

 「高齢社会をよくする下関

女性の会（ホーモイ）」（田

中隆子代表）が設立 20 周年を

迎えた。それを記念した設立

20周年記念フォーラムが 9月

30 日に下関市民会館大ホー

ルで開かれ、下関市内をはじ

め山口県内、県外から約 800

人が参加した。 

 

フォーラムは「高齢世代の知

恵と経験に学ぶ」のテーマで

おこなわれ、講師には樋口恵

子（ＮＰＯ法人高齢社会をよ

くする女性の会理事長）、上

野千鶴子（認定ＮＰＯ法人ウ

ィメンズアクションネットワーク（ＷＡＮ）理事長）、冨安兆子（高齢

社会をよくする北九州女性の会代表）の三氏が招かれた。 

 

 樋口氏は「91 歳、老いてますます日々新た」と題してリモート講演を

おこなった。そのなかで、下関女性の会ホーモイが、全国の女性の会の

先頭にたって、介護保険の実質的推進に力を尽くしてきた活動を称えた。

また 20 年前に政治家や市民と協力しあって、みんなで支え合あうための

介護保険の制度をつくったこと、「今、世界全体が人口の高齢化に直面

しており、その先端をいく日本は世界によい例を示していけるかどうか」

とのべ、今が女性の地位を変えていく最後のチャンスだと語った。 

 

  

 上野氏は、「私たちがつくった介護保険、私たちが守る」と題して講

演。20 年前にスタートした介護保険制度によって、介護は家で女性がや

ることという考え方から、介護が対価をともなう仕事になり権利意識が
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育ち、介護人材が育ち、ノウハウが蓄積されてきたことは大きな意味が

ある一方、「現在、史上最悪の改定が目の前でおこなわれようとしてい

る」と問題点を指摘した。 

 

フォーラム後半では三氏による鼎談「少子超高齢・人口減少社会を生き

抜くために」がおこなわれた。アンケートには「大変よかった」という

意見が多く寄せられ、「介護保険制度の成り立ちや問題点がよくわかっ

た」「本気で〝老い〟について考えていかなくてはいけないことを再認

識した」という感想が寄せられた。 


